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土浦キララ祭り七夕おどりコンテストがS月2日に開催され、

土浦協同病院元気隊が参加しS位入賞いたしました。

今年は例年よりも多い総勢114名の参加があり、躍動感のあ

る演技が披露されました。
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B月2日に開催されたキララ祭り七夕おどりコンテストに､土浦協同病院元気隊の一員と

して参加してまいりました。

今年は例年よりも数多くの参加者が集まり、総勢114名の迫力ある踊りがみられました。

今年の踊りは､両手にもった赤色のリボンを上ラヒラと舞わせる､華やかかつ躍動感ある

演技です｡衣装にもこだわりがあり、カラフルなハッピが並ぶ姿はとても鮮やかで目に留

まるものでした。

私は4月に入職し､先輩のすすめで元気隊に初めて参加させていただいたのですが､数々

の思い出が私の心に深く刻まれました｡業務終了後に合間を縫って練習に励む姿､踊りを

みんなで合わせたときの一体感､沿道の方々の温かい表情､そして終わった後の達成感。

全てが印象的で､良い思い出となりました｡普段接点がない方々とも自然と笑顔で話し、

一緒に踊りを楽しむことができました｡このような機会はなかなかないので､とても新鮮

で貴重な経験となりました。

参加者全員の笑顔あふれる踊りと元

気な声が皆様に届いたおかげか､嬉し

いことに今年は第S位に入賞すること

ができました。

来年も､元気隊の一員として皆様に元

気を与えられるような踊りを披露した

いと思います。
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平成2S年B月フ曰に当院主催で、高校生を対象に一日看護体験を今後の職業選択の

動機づけになることを目的に開催しました。体験した内容は、血圧測定・ストレッチャ

ーや車椅子での移送､看護師と共に体拭き・シャンプー｡足浴などです｡実施後に患者

さんから「ありがとう」の言葉をいただくと、緊張していた表情が和らぎ優しい笑顔が

あふれていました。また､当院の先輩看護師から自分がなぜ看護師を目指したか､看護

学生時代の生活の様子や看護師となった現状についての話しを聞き、参加した全員が

真剣に聞き入る姿が印象的でした｡意見交換会ではグループごとに話し合う時間を持ち

ました。「看護師の言葉が患者さんの不安な気持ちを軽減する。そのためにコミュニケ

ーションが必要だと思った」「看護師になりたいという思いが強くなった｣｢フライトナー

スになりたい｣など自分の気づきや夢を語り、有意義な時間を共にすることが出来まし

た。今回参加した高校生が、将来一緒に働く仲間となることへの期待が膨らむ一日で

した。

i恩 汐 苧■－論'湾…;“』
一歳？

蝿
癖

聾【

篝鍵鍵
談I

Ｐ
鄙
霧
垂

¥弾

鯵慰１
雲
１
雲

灘
小児科でおもちゃの手作り体験上手に血圧が測定できました患者さんの状態に合わせてベッドを準備

ガウンテクニックを体験じました磐侭幽涜

一

K

『
ニヨ

鶴
I4

ｈ
Ｌ
ｄ
Ｒ
〃

鱗謬三
＃
守

撚
雌壼 q



匪訴胃画ﾏ函癖…弄翫電一守也‘、、咳．…曽塞…湾.海叩一閥z悪食蜘罵・…壷……手島貢錨．恐＆琶屍研亜､…唖屯ョ…雨羅乃…塞禿翠蓉震託・寧工露癖…”忽醜困輯碑－6砥弼弱j盈齢一..‘刊

保育所ひまわりI
章祭り開催1
－－”－－－蘂=…‘=－－－薑一一一僻’－－－－劉雲_=----割--麹ム

浦協 病院
2S

院附 保青 ま属土 同 ひ

成 年度平
可

蕊’ザ

ｒ

、

一
盆

も
Ⅱ
■
■
■
■
ｈ
Ｂ
凸

も
・
・Ｉ 且≦良』保育士宮本登紀襄

凸

土浦協同病院附属保育所ひまわりの大きな行事のひとつである夏祭りがﾌ月25日に

行われました。

当日は園児が104名の参加で役員のお母さん方S名のお手伝いをお願いしました。

朝からお踊子が流れ4．5歳児は、はっぴに着替え豆絞りのはちまきをして気分は絶好

調、ひとりひとりが主役です。

園庭では、イバライガー登場の前に保育士が「アナと雪の女王」のアナに扮して適役

のジャークと一緒に自転車にのったり踊ったりと楽しませてくれました。そして、いよい

よ茨城のヒーロー｢時空戦士イバライガー｣がテーマ曲で登場し増々盛り上がりを見せ、

子供たちから「僕達が作ったお神輿を一緒に担いで下さい」とのお願いを快く引き受け

てくれ「わっしょい!わっしょい!」の掛け声で園庭を練り歩きました。子ども達は、イ

バライガーからたくさんの元気をもらい、いつかどこかでまた会える魔法の言葉「イバ

イバーイ!」でお別れをし、夏の思い出がまた1つ増えました。

さらにお部屋では､各クラスで作った手作りのバッグを肩に下げて、水ヨーヨー屋さ

ん。ジュース屋さん｡金魚屋さん・お菓子屋さんでお買い物ごっこを楽しみました。毎

年の大人気は金魚屋さんです。すくい網を片手にスイスイ元気に泳ぎ回る金魚を真剣

な表情でおいかけては大きな歓声が上がっていました｡最後に栄養部の方が心を込めて

作ってくれた、ひまわりレストランで給食､子ども達の弾けるような笑顔で会話も膨ら

み人気メニューのからあげは、みんな、おかわりしていました。

1つの行事をたくさん

の方が関わって支えて

いただき、感謝の気持

ちでいっぱいです。

これからも職員が安

心して子育てをしなが

ら働けるよう保育士相

互の連携を図b努力し

ていきたいと思います。
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『記事に関するお問い合わせは庶務課まで』


